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市議として3年半の実績

１．公共交通の整備／買物バスの実現

【むろあつみ　新しい風の宣言】

１．館山でなければできない地域特性を活かしたまちづくりのビジョンを
明確にして、将来目指すべき方向性を示します。

２．長期的視野で優先順位を明確にした取り組みを行い、常に数値を意識
した自治体経営を推進します。

３．「市政は市民を幸せにするシステムである」ことを職員に徹底し、
最後の責任は全て取る覚悟で臨みます。

住民の交通弱者対策、観光二次交通の両面から
公共交通網整備の重要性を粘り強く訴え続けまし
た。西岬地区の関係者へ働きかけて協議会を立ち
上げ、ＪＲによる「買物バス」（洲崎線の一部路線
変更）が実現しました。さらに今年度『地域公共
交通網整備計画の策定』が予算化されました。

３．女性消防団立ち上げ
防災の観点から、女性消防団の組織化が急務と考
え、自ら団員に手を挙げ、女性消防部立ち上げに
道筋をつけました。

２．ふるさと納税　２倍に！
寄附をもらいながら市の魅力を PR できるふるさ
と納税について、有効活用を繰り返し訴えた結果、
返礼品公募制度やクラウドファンディングが導入
され、寄附金額は H27 年度 4 千万円から H28 年
度 7千万円、H29 年度 1.4 億円に増加しています。

５．市民参加のまちづくりへ向けて
多くの市民に自分事として市政を身近に感じて
もらうこと、その大前提として現状を知ってもら
うことが大切と考え、毎回の市議会傍聴を呼び掛
けました。議会毎に報告書を作成・配布、報告会
を実施し情報発信に努めました。

その他、海を活かしたまちづくり、継続性のある
地域包括ケアシステムの担い手養成、保育士の待
遇改善、長期的な視野での行財政改革、数字で議
論、費用対効果を考えること、などを訴えました。

４．学校給食における地産地消の推進
学校給食では野菜や魚にほとんど地のものが使わ
れていないことを数値で確認。食育の観点からも
学校給食の重要性を訴え解決方法の一つとして
地域商社構想を提案しました。
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